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小中一貫校の開校で、活動場所が少なくなっている。社会体育施設もなかなか予約が取れない。
中学生を受け入れていただく団体については、学校施設を優先的に使っていただけるようにしようと考えています。活動場所につい

てたくさんご相談も受けています。関係課とも連携をとって要望しながら話を進めていこうと思います。

市が認定するのであれば、「加東市地域クラブ」のような団体を作り、活動団体を管理するのがよいのではないでしょうか。
国の実証事業では、取りまとめの団体が管理するという形もあるし、各団体で運営をしていくという形もあります。教育委員会で

は、いろんな支援を通じて協力をさせていただきたいと考えます。

現在は、競技によって部活のために中学校を移動していることがあると思いますが、違う学校の活動へ参加することが可能となりま

すか。
現在の部活動では、違う学校の活動に参加することはできませんが、地域クラブであれば参加可能です。

もともと閉校前の小学校で練習をしていたので、開校した後も引き続いて活動場所を使わせてほしい。
開校後は学校行事等も不確定なところがあるため、使用を遠慮していただいている。今後、地域クラブ活動については、原則、会場

を学校施設としていますので、今後、検討して学校施設を使えるようにしたい。

活動するにあたっては、学校のルールに従ってということになりますか。 資料13ページ(2)「活動時間・頻度について」③にあるように、学校生活に配慮して活動していただくようお願いをします。

中１の段階で、部活動か地域クラブ活動かを自分たちで選択するということですか。 そうなります。

学校の中で、２年生・３年生は部活動、１年生の子たちは部活動と地域クラブ活動の２つに分かれることになりますか。
２年生・３年生も希望があれば地域クラブ活動への参加は可能です。今、小６のお子さんなら最後の夏の総体が終わるまでは、部活

動が存続しています。先行して地域クラブが立ち上がった場合には、選択肢の一つとして選択可能です。

硬式野球チームに入っていると、中体連に登録できないというルールがあると思う。地域クラブが同様に扱われると、今の小６が中

３になったときには、下の学年は入ってこないのではないかと思う。そこまで想定されているのか。中体連の大会を運営される側

が、どこまで柔軟に変化を考えられているのか。

二重登録になるのでどちらかしか出られないのが現状です。

大会がなくなると、目指すものがなくなるのではないか。

今後、中体連の組織自体の存続が難しくなり、大会の運営自体が難しくなると思います。子どもたちのために、大人がどのような大

会をしていくべきかを考えていかなければなりません。国は各競技団体で大会をセットしていくというアプローチもしています。例

えば、一つの市で完結するような市民大会のような大会や自治体同士で話をして大会を開催するのも一つです。

経済的につらいと感じている子どもへの補助はあるのか。
認定要項の中にできるだけ「低廉な価格」の設定としています。また、国で、所得に応じた補助制度等を検討していますので、活用

を検討します。

団体の認定や総括は教育委員会ですか。学校の管轄から離れたらどうなりますか。 現時点では学校教育課ですが、今後については現時点では申し上げられません。

地域クラブに人数が流れた場合、部活動で大会に出る人数の確保はどうなりますか。
現在、中学校体育連盟主催の大会では、自分の在校する学校に、該当する種目がある場合、地域クラブとしては大会に参加できない

というルールがありますので、大会への出場を含め、よくご検討ください。

移動の時の責任は、地域クラブの際はどうなりますか。
地域クラブ活動に参加される場合は、原則、保護者送迎か、自分の自転車で行くこととなります。地域クラブ活動で保険にも入って

もらいます。

「加東市部活動改革シンポジウム」当日にいただいたご意見やご質問の概要

ご意見やご質問 ご意見やご質問への考え方

これからの入部に関しての相談窓口はどこになりますか。 基本的には、参加される団体です。


